
 

図１．兄弟（L1F202、L1F211、L1F213）の作出過程

図２．金魚の稚魚
稚魚の段階では色、形に大きな差は見られない

図３．金魚解放運動（2012 ～）
商用の金魚を品種改良して、祖先のフナへと戻していく作品。交雑実験を実際に行い、その過程を作品化している。
金魚はフナに出発し、1700年間の品種改良を経て今日の姿を獲得した人工生命体である。彼らは完全に愛玩を目的としてデザイン
されており、その姿形から彼らの多くは自然環境下で生き抜く力を持たない。そこで彼らの「野性」を取り戻すべく、金魚に逆品
種改良を施しフナの姿へと逆行させ、人間の手から解放することを試みる。

石橋友也（いしばしともや）
1990年生まれ。2011年よりmetaPhorest（早稲田大学生命美学プラットフォーム）に参加。2014年早稲田大学大学院卒業。生物学
をバックグラウンドに持ち、科学的な技術や知識を援用しつつ、現代の生命観や自然観に迫る表現活動を行う。『金魚解放運動』
は斬新なメディアアートとして高く評価され，文化庁メディア芸術祭審査員特別賞，学生CGコンテスト優秀賞を受賞。
http://metaphorest.net/residents/artists/tomoya-ishibashi/151

石橋友也『兄弟（L1F202、L1F211、L1F213）』（2014年）

作者のことば
写真に収められた 3 匹の金魚は、同じ両親から 同時に生まれた兄弟達である。一般に金魚の遺伝は不安定であり、親に似た子供 
はそう多くは生まれない。本作は 2012 年から続く、金魚をその祖先のフナへと退行させていくプロジェクト『金魚解放運動』の
過程で得られた、著しく姿形の異なる 3 匹の兄弟の姿を捉えたものである。
L1F202：赤く丸い体と大きな頭部、羽のような 尾ヒレを有する個体 
L1F211：現時点で最もフナ化に成功した個体 
L1F213：小型の個体。フナ化が見込めないため、育成の初期に捨て池で過密飼育した結果、極端に小さいまま成熟した個体
金魚はキャンバスや絵の具、ディスプレイと同じく、一種の表現媒体である。生物を表現媒体として捉えた時に、際立った特徴と
して、時間による形態の変化があげられる。金魚の稚魚は皆同じような姿で生まれてくる。この時の形態は祖先であるフナと殆ど
同じである。成長に従って固有の遺伝子と育った環境（餌の種類や水槽の大きさ）によって、それぞれの個性を表現していく。私
は金魚の育種を通じて、その表現媒体としての特性とそれが我々に与える美的な効果について研究している。

図１ 図２ 図３

　編集後記 

■気温の寒暖の差が激しくなっておりますが、いか
がお過ごしでしょうか。またしても遅れてしまいま
したが、21巻１号をお届けいたします。

■今号は、本年度の時間生物学会学術奨励賞に輝い
た３人の先生方、山仲先生、松永先生、大林先生に
それぞれに力のこもった総説を書いていただきまし
た。ぜひ若手の熱い筆致をご堪能ください。また、
昨年度のシンポジウムに関連して、昨年度まで長き
に亘って本学会事務局長としてご尽力いただきまし
た、海老原先生に、時間生物学の現状とこれからに
関して纏めていただきました。そして、新たに事務
局長を引きついだ粂先生による巻頭言も示唆に富む
名文。新旧事務局長の競演をお楽しみください。

■前号に引き続き、今号もまた訃報をお届けしなく
てはいけません。本会会員ではありませんが、ショ
ウジョウバエのperiod遺伝子座の発見者、Ron 
Konopka博士（1947－2015）が今年亡くなり、ま
た、period遺伝子のクローニングに成功したMike 
Young教授の下で、その後のショウジョウバエの概
日リズムの解析を大きく花開かせた功労者の一人、
Lino Saez博士（1954－2014）も昨年末にお亡くな
りになりました。今号では、とくにSaez博士の訃
報に際し、霜田先生、Young教授からメッセージを
寄せていただきました。博士らの偉業に思いを馳せ
ながら、一層この分野の進展を祈願したいと思いま
す。

■今号の表紙は、新進気鋭のバイオメディアアー
ティスト、石橋友也さんの『金魚解放運動』と名付
けられた生命科学とメディアアートの境界領域プロ
ジェクトを象徴するイメージをお寄せいただきまし
た。生命と人間と美との関わりの表徴としての金
魚、それをシンプルかつ強力なコンセプトで実験、
作品化、映像化したプロジェクトは、ここ数年バイ
オアート界の斬新な試みとして大きな注目を集めま
した。Youtubeでも関連動画があがっていますの
で、金魚解放運動で検索してみてください。
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